
広報WARABI ● 平成29年９月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● ８月１日現在人口：74,279人 前月比  +105人
 　　　　　　　　　   男 37,709人　女 36,570人
　　　　　　　　　 世帯数：37,968
　　　　　　　　　 人口密度：14,536人／km２

2017/平成29年
わらび・799

爽やかな運動で自然と笑顔に
健康と交流広がるラジオ体操
　毎朝６時半、中央６丁目のふるさと
土橋公園には市内外から50人以上が集
い、ラジオ体操に取り組んでいます。
７月と８月には、夏休み中の小学生な
どの子どもたちも参加。体を動かし心
地よい一日のスタートを切るとともに、
地域の触れ合いも広がっていました。

～今月の特集～
◦私たちに救える命がある
◦いきいき高齢者特集
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　もし目の前に意識を失って倒れた人がいて、救急車を呼ぶこと
になったとき、重要なのが救急隊到着までの間の応急手当です。
　９月９日は「救急の日」。そこで今月は南町在住の左

ひだり
さん親子

が市民リポーターとして、消防本部の山
やま

崎
ざき

高
たか

義
よし

救急救命士に私た
ちが身につけておきたい応急手当について聞きました。

意
識
が
な
け
れ
ば
大
声
で
周
囲
の

応
援
を
呼
び
、
１
１
９
番
通
報
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
を
依
頼
し
ま
し
ょ

う
。
人
が
居
な
け
れ
ば
、
自
分
で

１
１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

左（
兄
）　

呼
吸
が
な
い
と
き
は
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ（
同
②
）で
す
ね
。

山
崎　

胸
を
強
く
圧
迫
す
る
胸
骨

圧
迫
は
心
臓
の
働
き
を
助
け
、
血

液
を
送
り
続
け
る
こ
と
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
後

遺
症
の
軽
減
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。

左（
母
）　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
到
着
ま
で
継

続
し
て
行
う
の
で
す
ね
。

山
崎　

は
い
。
皆
さ
ん
の
手
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
心
臓
の
代
わ
り

と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
（
同
③
）
で
す
。
心
肺
停
止

に
な
っ
た
と
き
、
心
臓
に
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
与
え
、
そ
の
け
い
れ
ん

を
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

左（
妹
）　

使
い
方
は
音
声
で
教
え

て
く
れ
る
ん
だ
ね
。

山
崎　

貫
太
郎
く
ん
は
７
月
に
学

校
で
講
習
を
受
け
ま
し
た
よ
ね
。

左（
兄
）　

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
操
作
を
し
ま
し
た
。
今
日

は
も
う
一
度
勉
強
し
た
い
で
す
。

山
崎　

私
た
ち
救
急
隊
は
い
ち
早

く
現
場
に
向
か
い
ま
す
が
、
要
請

か
ら
到
着
ま
で
全
国
平
均
で
約
９

分（
蕨
市
は
約
７
分
）か
か
り
ま
す
。

心
肺
停
止
の
場
合
、
生
存
率
を
高

め
る
た
め
に
も
、
そ
の
場
に
居
た

人
の
心
肺
蘇そ

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ

る
応
急
手
当
が
重
要
で
す
（
右
下

「
応
急
手
当
と
救
命
曲
線
」）。

左（
母
）　

早
め
の
応
急
手
当
が
救

命
の
可
能
性
を
高
め
る
の
で
す
ね
。

山
崎　

で
は
実
践
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
倒
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

意
識
を
確
認（
３
㌻
写
真
①
）
し
、

私たちに救える命がある
～ 救急隊到着までの９分間 ～

ま
ず
は
慌
て
ず
１
１
９
番
を

生
存
率
を
高
め
る
応
急
手
当

「
万
一
の
と
き
、で
き
る
こ
と
を
一
つ
で
も
行
い
ま
し
ょ
う
」と
、山
崎
救
急
救
命
士

市民リポーター：左
ひだり

さん親子

応急手当と救命曲線

写真左から兄・貫
かん

太
た

郎
ろう

さん（南小５年）、
母親・裕

ゆ

美
み

子
こ

さん、妹・珠
たま

希
き

さん（３年）。
「講習の内容をもう一度確認したいで
す」と、貫太郎さん。「初めてなので、
しっかり勉強したいです」と、珠希さん

　命が助かる可能性は時間とともに減
りますが、心肺蘇生を行った場合は、
助かる可能性が高まります

・時間の経過で低下する救命のチャンス
・応急手当が救命のチャンスを高める

居合わせた人が救命処置をした場合
救急車が来るまで何もしなかった場合

〔
救
命
の
可
能
性
〕

〔心臓と呼吸が止まってからの時間経過〕
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（Holmberg M ; Effect of bystander cardiopulmonary 
resuscitation in out-of-hospital cardiac arrest patients in Sweden. 
Resuscitation 2000 ; 47（1）59-70. から一部改変して引用）

9月９日は
「救急の日」
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①耳元で呼びかけながら肩をたたき、意識を確認。周囲に119番通報とAEDの手配を依頼し、
呼吸を確認 ②呼吸がなければ重ねた両手で胸の中央を30回（100回／分）連続で心臓マッ
サージ（感染防護具があれば人工呼吸も実施）③AEDの電源を入れ、音声に従い、装着。電気
ショックが必要な場合、傷病者に触れていないことを確認し、通電ボタンを押す（再び②へ）

 ご参加ください！
消防本部の救命講習会

24時間365日
救急医療を支える蕨の救急隊

ご活用ください！
救急電話相談と救急受診アプリ

①親子救命入門コース／９日
②普通救命講習／14日・26日・10月
11日・25日・11月10日・27日
③上級救命講習／８日
いずれも午前９時　消防本部
対象／①市内小学校児童とその保
護者　②③市内在住在勤在学の中
学生以上　申し込み＝所定の申込
書を同本部総務課（☎441・0173）

上
級
救
命
講
習
の
ひ
と
こ
ま

①意識・呼吸の確認

③ＡＥＤの使用

②心臓マッサージ

・垂直に圧迫
　（約５㌢沈むまで）

・30回の圧迫を
　絶え間なく

・�③の後、救急隊到
着まで②を実施

訓
練
に
励
む
救
急
隊
員

　蕨の救急医療を支えている救急
隊員は18人（うち現場の救急救命
士13人）。錦町の消防本部と塚越分
署に計３台の救急車を配備し、昨
年１年間の出動件数は3,786件。
病院に搬送する間に可能な限り処
置を行い、市民の命を救えるよう
日々その任務に当たっています。

大人の救急電話相談＝＃7000　
月～土　午後６時半～10時半
日・祝　午前９時～午後10時半
小児救急電話相談＝＃8000
月～土　午後７時～翌朝午前７時
日・祝　午前７時～翌朝午前７時
※10月から埼玉県では大人・小児
の救急電話相談（＃7119）を導入し
相談時間を24時間にします（従来
と同様＃7000、＃8000も使用可）。

全国版救急受診アプリ＝救急車を
呼ぶ目安として消防庁が作成し
た、症状の緊急度を素早く判定す
るアプリをご活用ください。

Case１：市役所に訪れた人が倒れ、心肺停止の状態
になったところ、市民と市職員の連携でＡＥＤを使
用。一命を取り留めることができました。
Case２：配達業務をしていた人が倒れたところ、近
くにいた市民が心臓マッサージを実施。一命を取り
留め、その後仕事にも復帰できたとのことです。

Check：一般市民の応急手当で助かった事例

◇勇気を出して行動しましょう

◇自分にできることを（心臓マッサージだけでも可）

◇万一に備えて救命講習会を受けましょう

Point

山
崎　

音
声
案
内
と
自
動
診
断
装

置
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、
初
め

て
の
人
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

左（
妹
）　

で
も
、
も
し
も
の
と
き

に
う
ま
く
で
き
る
か
な
？

山
崎　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
勇
気

と
行
動
力
、
そ
し
て
知
識
・
技
術

が
必
要
で
す
。
実
際
倒
れ
た
人
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
助
か
っ
た
事

例
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
だ
け
で
も

助
か
っ
た
事
例（
下
欄
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
皆

さ
ん
に
救
命
講
習
会（
左
上
囲
み
）

を
受
講
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

左（
一
同
）　

私
た
ち
の
行
動
で
助

か
る
命
が
あ
る
の
で
す
ね
。
今
日

は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勇
気
と
行
動
力
で
救
え
る
命

　心臓がけいれんを起こし、心肺停止
になったとき、電気ショックを与え、そ
の働きを正常に戻す医療機器。どなた

でも使用でき、市内では学校・公共施設・商業施
設など90か所以上に設置されています。操作方
法は音声で案内してくれるので簡単に使えます。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

～応急手当の流れ～

全国版救急受診アプリ 検索

※この間、応援を呼び、
119番通報とAED手配
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ま
ち
を
活
気
づ
け
る
元
気
の
源

い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
輝
く
笑
顔

　

今
月
18
日
は
敬
老
の
日
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
は
ま
ち
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

４
、
５
㌻
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
い
き

い
き
と
活
躍
し
て
い
る
３
人
を
紹
介
し
ま
す
。

何事も始めるのに
遅すぎることは
ありませんね

いつまでも現役で
がんばりますよ

皆さんの笑顔が
　私の力になるんです

小用 ヨシエさん
北町１丁目・99歳

小此木 惇さん
塚越１丁目・76歳

安部 多賀子さん
中央７丁目・94歳
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し
く
て
続
け
て
い
た
ら
い
つ
の

の
間
に
か
40
年
で
す
ね｣

と
語

る
の
は
、60
歳
で
囲
碁
を
始
め
、11
月
に

100
歳
を
迎
え
る
小こ

用よ
う
ヨ
シ
エ
さ
ん
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
囲
碁
が
上
手
だ
っ
た
夫

が
病
に
倒
れ
て
出
歩
け
な
く
な
っ
た
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
自
分
が
相
手

に
な
っ
て
あ
げ
よ
う
と
南
公
民
館
の
入

門
教
室
へ
。す
る
と
、自
由
度
が
高
く
、

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
そ
の
深
さ
が
増
し
て

い
く
囲
碁
の
と
り
こ
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

今
で
も
毎
週
月
曜
日
に
囲
碁
を
打
ち

に
下
蕨
公
民
館
を
訪
れ
る
小
用
さ
ん
。

「
何
事
も
思
い
立
っ
た
と
き
が
始
め
ど

き
で
す
よ
」と
、に
っ
こ
り
。
い
つ
ま
で

も
趣
味
を
楽
し
み
、
い
き
い
き
と
し
て

い
る
小
用
さ
ん
の
周
り
に
は
自
然
と
人

が
集
ま
り
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
思

う
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」

と
、
柔
ら
か
な
口
調
で
話
す
小お

此こ
の

木ぎ

惇じ
ゅ
ん

さ
ん
。
長
年
勤
め
た
印
刷
会
社
を
退
職

後
、
蕨
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

会
員
登
録
し
、
現
在
は
週
３
回
市
立
病

院
の
駐
輪
場
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
此
木
さ
ん
は
、
病
気
や
け
が
の
人

で
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
自
転
車
を

整
理
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
気
持
ち
だ

け
で
も
明
る
く
な
る
よ
う
に
と
笑
顔
で

の
挨
拶
も
欠
か
し
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
丁

寧
な
働
き
ぶ
り
か
ら
、
来
院
者
に
お
礼

を
言
わ
れ
る
こ
と
も
。「
仕
事
は
責
任
感

と
同
時
に
生
活
に
張
り
合
い
を
生
み
、

そ
れ
が
私
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
よ
」

と
、力
強
く
語
る
小
此
木
さ
ん
で
し
た
。

朝
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
を
掃
除

す
る
こ
と
と
中
央
東
小
学
校
に

登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
、
声

か
け
を
欠
か
さ
な
い
安あ

部べ

多た

賀か

子こ

さ
ん
。

32
年
前
か
ら
中
央
７
丁
目
自
治
会
の
理

事
を
務
め
続
け
る
な
ど
、
地
域
で
の
活

動
も
精
力
的
に
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
る

だ
け
で
す
よ
」と
、朗
ら
か
に
話
す
そ
の

顔
に
は
若
々
し
さ
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
元
気
の
秘
訣け

つ

は
、
い
つ
も
笑

顔
で
い
る
た
め
に
近
所
の
人
や
子
ど
も

た
ち
と
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
と
、
ど

ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
に
も
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。
そ
ん
な
安
部

さ
ん
の
夢
は
「
地
域
の
お
母
さ
ん
と
し

て
も
っ
と
明
る
い
ま
ち
に
し
て
い
く
こ

と
で
す
ね
」と
、教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

いきいき高齢者特集①

 60歳で囲碁を始めて今年で40年 

 仕事を通して責任感と張り合いを 

 日課は近所の清掃と子どもたちの見守り 

◀�囲碁を通じ友達も増
えました。楽しくお
しゃべりしながら打
つのが元気の源です

◀�利用する人が出し
入れしやすいよう
に丁寧に並べます

◀�ご近所には自転車
で軽快に。乗れる
ようになったのは
45歳のときでした

観察力が鋭く、相手
のミスを見逃さない
小用さんは仲間から
一目置かれています

小此木さんの笑顔
の挨拶は来院者の
心のビタミンです

いつもにこやかな
安部さんの周りは
友達が集まります

▶

▶

▶

「
楽

「
人

毎

趣味で
いきいき

仕事で
いきいき

ボランティアで
いきいき
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　市内には65歳以上のかたが、人
口の約23％に当たる17,155人い
らっしゃいます（８月１日現在）。
そこで６、７㌻では、皆さんが元気
に暮らせるように実施されている、
各種福祉事業や制度を紹介します。

― 問い合わせ ―
 介護保険室（☎433･7756）

世
帯
の
人
が
、
市
内
の
民
間
賃
貸

住
宅
を
借
り
る
と
き
に
保
証
人
を

確
保
で
き
ず
、
保
証
会
社
の
家
賃

等
債
務
保
証
制
度
を
利
用
し
た
場

合
に
、
初
回
保
証
料
の
２
分
の
１

（
上
限
３
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
／

市
内
に
１
年
以
上
在
住
の
70
歳
以

上
の
独
り
暮
ら
し
か
、
配
偶
者
の

一
方
が
70
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯

で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が

民
間
の
賃
貸
住
宅
に
住
み
、
①
家

賃
が
月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未

満
の
場
合
は
、
月
額
６
０
０
０
円

②
家
賃
が
月
額
３
万
円
以
上
６
万

円
以
下
の
場
合
は
、
月
額
１
万
円

を
助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改

修
費
を
助
成
／
手
す
り
の
取
り
付

け
や
段
差
解
消
、
床
材
の
変
更
、

扉
や
便
器
の
取
り
替
え
な
ど
の
改

修
。
対
象
＝
次
の
①
～
③
全
て
に

該
当
す
る
人　

①
65
歳
以
上
の
在

宅
高
齢
者　

②
介
護
保
険
制
度
で

要
介
護
・
要
支
援
に
該
当
し
な
い

③
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

助
成
額
＝
改
修
費
用
の
３
分
の
２

以
内
で
10
万
円
が
上
限

　

●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負

担
軽
減
助
成
／
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
中
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で

生
計
が
困
難
な
人
（
条
件
あ
り
）

に
負
担
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す
。

　

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
で
自
宅
に
お
風
呂
の
な
い
人

か
、
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
毎
月
４
回
分
（
７
月

と
８
月
は
６
回
分
）
の
公
衆
浴
場

の
入
浴
券
（
自
己
負
担
あ
り
）
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
70

歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
に
年
５
回
分
、
理
美
容
の
割
引

券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
／
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢

者
が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ

と
で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減

助
成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の

介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

　

●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在

で
、
蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に

お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

用
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
、

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
家
族
介
護
慰
労
金
／
介
護
保

険
の
要
介
護
度
が
４
か
５
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
１
年
以
上
利
用
し
て

い
な
い
人
を
、
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
家
族

に
、年
額
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

●
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
／

在
宅
で
要
介
護
度
が
重
い
低
所
得

の
高
齢
者
に
、
月
額
５
０
０
０
円

を
支
給
し
ま
す
。
対
象
＝
介
護
保

険
被
保
険
者
で
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
65
歳
以
上　

②
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い　

③
介
護
保
険
の
要
介

護
度
が
４
ま
た
は
５　

④
介
護
保

険
の
保
険
料
段
階
が
第
３
段
階
以

下（
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
）

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い　

⑥
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い

　

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60
歳

以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、

こ
れ
か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る
人

が
、
高
齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え

た
住
宅
を
建
築
す
る
際
の
必
要
な

資
金
融
資
を
斡
旋
し
、
利
子
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料

助
成
／
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し

か
、
配
偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上

の
夫
婦
世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

満年齢 金　額
75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円

    99歳以上 50,000円

いきいき高齢者特集②

福祉事業･制度 ぜひご活用を

松原会館の趣味講座「ビギナーのための書道入門」の皆さん

■「みんなで伸ばそう健康寿命!」講演会／16日　午後１時半　川口総合文化センター　詳細＝小野（☎070・5459・3609）
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●
お
年
寄
り
を
敬
う
会
の
開
催

見
送
り
に
つ
い
て
／
市
民
会
館
の

耐
震
化
工
事
に
伴
い
、
今
年
度
の

お
年
寄
り
を
敬
う
会
は
開
催
を
見

送
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
詳
細
＝
介
護

保
険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

　

●
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
、ま
た
は
高
齢
者
世
帯
に
、

毎
月
１
回
（
11
月
～
３
月
は
月
２

回
）、
寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま

す
。寝
具
の
洗
濯
は
年
１
回
で
す
。

　

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
、
食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難

し
い
場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
、

温
か
い
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
介

護
保
険
の
要
介
護
度
が
４
か
５
の

寝
た
き
り
の
人
に
、
自
宅
で
利
用

で
き
る
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
日
常
生
活
用
具
購
入
費
の
補

助
／
日
常
生
活
で
火
災
警
報
器
、

電
磁
調
理
器
、
自
動
消
火
器
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
65
歳
以
上
の
人

に
、
購
入
費
の
一
部
ま
た
は
全
額

を
補
助
し
ま
す
。
所
得
税
非
課
税

の
人
は
自
己
負
担
な
し
。

　

●
歩
行
補
助
づ
え
が
も
ら
え
ま

す
／
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必
要
な

65
歳
以
上
の
人

　

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／

常
時
お
む
つ
を
必
要
と
医
師
が
認

め
る
65
歳
以
上
の
人

　

●
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
／
65
歳

以
上
で
体
が
弱
く
、
独
り
暮
ら
し

（
日
中
独
居
を
含
む
）
の
人
の
お

宅
に
、
受
信
セ
ン
タ
ー
と
直
結
し

た
専
用
機
器
を
設
置
し
、
緊
急
通

報
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派

遣
や
救
急
車
の
要
請
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

●
老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑

（
南
町
２
丁
目
）／
60
歳
以
上
の
市

民
が
利
用
可
。
▼
囲
碁
将
棋
サ
ロ

ン
／
月
～
土
曜
日
の
午
後
１
時
～

４
時
半　

▼
喫
茶
ひ
だ
ま
り
／
原

則
月
２
回　

水
曜
日
（
今
月
は
20

日
・
27
日
） 

午
後
１
時
半
～
３
時

▼
ス
カ
イ
ウ
エ
ル
／
交
流
高
圧
電

位
治
療
器
が
利
用
可
。
午
前
９
時

～
11
時
40
分
、
午
後
１
時
～
４
時

40
分　

詳
細
＝
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く

ら
内
同
施
設（
☎
432
・
７
２
７
１
）

　

●
け
や
き
荘
（
塚
越
５
丁
目
）

／
60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
可
。

▼
囲
碁
・
将
棋
ク
ラ
ブ
＝
正
午
～

午
後
４
時
半　

初
心
者
歓
迎　

詳

細
＝
同
施
設（
☎
441
・
０
７
０
５
）

　

●
蕨
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
／
原
則
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
と
体
力
の
あ
る
人　

登
録

制
。
登
録
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ

ン
タ
ー
（
☎
433
・
０
９
６
２
）

　

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
市
内
に
は

25
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
人
が
入
会
で
き
ま
す
。

詳
細
は
最
寄
り
の
ク
ラ
ブ
へ
。

　

●
松
原
会
館
（
錦
町
３
丁
目
）

／
60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
可
。

事
前
登
録
制
。
身
分
証
持
参
。
今

月
の
休
館
日
＝
土
・
日
曜
日
（
30

日
・
10
月
１
日
を
除
く
）、
19
日

詳
細
＝
同
館（
☎
443
・
６
５
４
２
）

　

●
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
ケ
ア
ハ

ウ
ス
松
原
」／
身
体
機
能
の
低
下

が
あ
り
、
生
活
に
不
安
の
あ
る
60

歳
以
上
（
夫
婦
可
）
の
市
民　

施

設
見
学
可
。
問
い
合
わ
せ
＝
同
施

設（
☎
432
・
６
７
４
７
）　

　

●
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
・
ク
ロ
ー

バ
ー
／
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
の
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
カ
フ
ェ
で
す
。
無
料

　

●
高
齢
者
学
級
「
い
き
い
き
学

級
」／
20
日
～
来
年
３
月
７
日　

月
１
回
水
曜
日　

全
７
回　

午
後

２
時
～
４
時　

北
町
公
民
館　

55

歳
以
上　

先
着
45
人　

１
０
０
０

円　

申
し
込
み
＝
参
加
費
を
添
え

て
同
館（
☎
432
・
２
２
２
５
）

お
出
か
け
く
だ
さ
い

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

充
実
し
た
毎
日
を

介
護
予
防
・
健
康

福祉事業・制度　ぜひご活用を

　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／

介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
総
合
相
談

窓
口
。担
当
地
区
／
錦
町
・
中
央
・

北
町
＝
蕨
市
第
一
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
434
・
６
７
２
１
）

南
町
・
塚
越
＝
蕨
市
第
二
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
290
・
８
５

８
７
）
▼
介
護
交
流
サ
ロ
ン
／
20

日（
水
） 

午
後
１
時
半 

く
る
る　

介
護
の
悩
み
を
語
ら
い
ま
せ
ん
か

詳
細
＝
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

▼
バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ
教
室

／
10
月
３
日
～
12
月
19
日　

毎
週

火
曜
日　

午
後
１
時
半　

い
き
い

き
タ
ウ
ン
蕨　

音
楽
を
用
い
た
運

動
ほ
か　

65
歳
以
上
の
市
民　

20

人
（
抽
選
）　

申
し
込
み
＝
６
日

～
13
日
に
第
二
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

▼
蕨
市
介
護
予
防
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
／
10
月
19
日
～

12
月
14
日　

木
曜
日　

全
８
回　

午
後
１
時
半　

南
公
民
館　

住
民

運
営
に
よ
る
介
護
予
防
教
室
の
指

導
者
を
養
成　

健
康
な
市
民　

先

着
30
人　

申
し
込
み
＝
29
日
ま
で

に
第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ぷ
ら
っ

と
わ
ら
び
無
料
パ
ス
／
無
料
パ
ス

を
提
示
す
る
と
、
運
賃
が
無
料
と

な
り
ま
す
。
対
象
＝
75
歳
以
上
の

市
民　

申
請
＝
平
日
の
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
15
分
に
身
分
証
明

書
（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
な
ど
年
齢
が
確
認
で
き
る
物
）、

証
明
写
真
（
縦
３
㌢
×
横
2.4
㌢
）

２
枚
を
持
ち
、
市
役
所
２
階
安
全

安
心
推
進
課（
☎
430
・
７
８
３
４
）  

■平成29年７月５日からの大雨災害義援金のお礼／義援金121,244円は被災地へ送金　詳細＝庶務課（☎433・7705）

蕨市中央○－○－○

蕨　　花　子

見　本

ところ・問い合わせ と　き

みんなの家・蕨２
（錦町６-９-29 ☎430･1515）

５日（火）
午後１時半～３時半

ライフコミューン蕨
（北町２-６-12 ☎229･1261）

14日（木）
午後１時半～３時半

イリーゼ戸田
（錦町４-７-４ ☎430･0321）

22日（金）
午前10時～11時15分

グリーンライフ蕨
（塚越１-11-４ ☎430･0110）

25日（月）
午後２時～３時半

リハビリホームまどか蕨
（南町２-11-10 ☎434･7300）

26日（火）
午後１時半～２時半

※地域包括支援センター職員への相談も可

お
知
ら
せ
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12日
(日）

坂田明（アルトサックス）

　×智内威雄（左手のピアニスト）

　　×河鍋暁斎（絵師）

― 蕨初、究極のセッション。

■本人通知制度／住民票の写しなどを本人以外に交付した場合に登録者へ通知　登録・詳細＝市民課（緯433・7751）

語 る 人

髙
たか

橋
はし

 勝
かつ

之
ゆき

さん
塚越５丁目・71歳

西
小
学
校
３
年
生

　
　
　

一
泊
キ
ャ
ン
プ － 330 －

　

昭
和
58
年
に
初
開
催
さ
れ

た
西
小
学
校
３
年
生
一
泊
キ

ャ
ン
プ
。
当
時
、
行
わ
れ
て

い
た
子
ど
も
会
の
キ
ャ
ン
プ

は
４
年
生
以
上
を
対
象
に
し

て
お
り
、
３
年
生
の
う
ち
か

ら
体
験
し
た
い
と
い
う
声
が

あ
が
っ
た
た
め
、
西
小
学
校

の
一
部
を
使
っ
て
キ
ャ
ン
プ

を
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

昔
の
写
真
は
昭
和
60
年
、

第
３
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
夕
食

の
カ
レ
ー
を
食
べ
て
い
る
様

子
で
す
。
主
催
の
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
会
と
錦
町
地
区
青

少
年
健
全
育
成
推
進
委
員
会

の
皆
さ
ん
の
指
導
の
下
、
西

小
学
校
区
の
子
ど
も
た
ち
約

80
人
が
寝
食
を
と
も
に
し
ま

し
た
。
参
加
者
が
多
く
、
食

事
の
と
き
に
は
屋
外
で
広
が

っ
て
鍋
を
囲
ん
で
い
ま
し
た
。

校
庭
で
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
も
行
わ
れ
、
ふ
だ
ん
は

見
ら
れ
な
い
光
景
に
子
ど
も

た
ち
は
大
興
奮
で
し
た
。

ー ＷＡＲＡＢＩ　ＭＵＳＩＣ　ＦＥＳＴＩＶＡＬ ー

第３回

11月

11日㈯▶12日㈰
蕨市民
音楽祭

　音楽によるまちづくり事業 ｢わら音｣。そのメインイベントでもある蕨市民音楽祭を、
11月11日・12日に市内各所で開催します。ここではその一部について紹介します｡

０歳からのあなたへ
～演奏と朗読とワークショップ～

11日
(土）

開演＝�①午前10時15分　②午前11時半�
※いずれも先着20組。

会場＝くるる　価格＝500円（未就学児は無料）
出演＝�智内威雄さん（蕨市PR大使･左手のピアニスト）
販売＝�くるる／わらびネットワークステーション

　このほか、市内飲食店で各種コンサートなどを行うほ
か（お知らせ版６㌻参照）、蕨駅西口駅前広場や市民体育
館などでもイベントの開催を予定しています。
問い合わせ＝生涯学習スポーツ課（☎433・7729）

アルパ×津軽三味線 魅惑の競演　＝響きあう旋律＝
開演＝午後６時　会場＝くるる
価格＝�2,000円　※ワインまたはソフトドリンク付き。
出演＝�志賀昭裕さん（アルパ）、清水まなみさん（津軽三味線）
販売＝�くるる／わらびネットワークステーション

開演＝午後７時　会場＝くるる　価格＝2,000円
出演＝坂田明さん、智内威雄さん
販売＝�くるる（☎446・8311）／わらびネットワーク

ステーション（☎445・7256）

12日
(日）

蕨市音楽家協会 唄！歌！うたっ！～番外編～

開演＝午後１時　会場＝くるる　価格＝2,000円
出演＝�（写真左から）野村光洋さん（バリトン）､山舘昌代さん（ソプラノ）、�

髙野眞由美さん（ピアノ）、髙橋雄一郎さん（バス）
販売＝くるる／わらびネットワークステーション

アキココンサート
開演＝午後３時半
会場＝�㈱愛工舎製作所（戸田市下戸田２―23―１）
価格＝�一般2,000円　小･中学生1,000円（未就学児は無料）
出演＝�河野明子さん（ソプラノ）、近藤美千代さん（ピアノ）
販売＝�同社（☎443・4371）／わらびネットワークステーション
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県の健康長寿優秀賞に
　

県
の
「
健
康
長
寿
埼
玉
モ

デ
ル
」
と
し
て
行
っ
て
い
る

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
筋
力
ア

ッ
プ
で
健
康
密
度
も
日
本
一

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。参
加
者
の

身
体
活
動
の
数
値
向
上
や
医

療
費
の
抑
制
効
果
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
28
年
度
の
優
秀
賞

と
し
て
、
８
月
２
日
、
知
事

公
館
で
賴よ

り

髙た
か

市
長
が
上う

え

田だ

知

事
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

平和を願い母子像清掃
　

塚
越
地
区
で
は
平
和
事
業

の
一
環
と
し
て
、
毎
年
市
民

公
園
の
平
和
之
母
子
像
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

８
月
５
日
に
開
催
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
な
ど
35
人
が
参
加
。

参
加
者
た
ち
は
、
母
子
像
を

き
れ
い
に
磨
き
上
げ
た
ほ
か
、

噴
水
や
公
園
内
の
清
掃
を
行

い
な
が
ら
、
平
和
へ
の
思
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

大盛況！蕨の夏の祭典
　
８
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
、

蕨
駅
西
口
駅
前
通
り
を
主
会

場
に
機
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
沿
道
を
彩
る
七
夕

飾
り
や
手
踊
り
の
ほ
か
、
わ

ら
び
り
ん
ご
サ
イ
ダ
ー
や
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ

ッ
ズ
の
販
売
な
ど
で
会
場
は

大
盛
況
。
訪
れ
た
延
べ
18
万

人
は
華
麗
な
飾
り
に
負
け
な

い
輝
く
笑
顔
を
広
げ
ま
し
た
。

リンデンで青少年交流
　

友
好
都
市
を
結
ぶ
ド
イ
ツ

の
リ
ン
デ
ン
市
で
７
月
22
日

か
ら
８
月
２
日
ま
で
国
際
青

少
年
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
13
歳
か
ら
18
歳
ま

で
の
参
加
者
15
人
は
、
リ
ン

デ
ン
の
青
少
年
と
寝
食
を
と

も
に
し
て
友
情
を
育
ん
だ
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ

て
異
文
化
に
触
れ
る
な
ど
、

貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

の
協
力
の
下
、
３
年
生
以
上

の
小
学
生
36
人
が
年
間
を
通

じ
て
自
然
体
験
活
動
を
し
て

い
る
南
公
民
館
の
「
い
も
っ

こ
ク
ラ
ブ
」。８
月
22
日
に
は

農
園
を
守
る
か
か
し
や
看
板

を
製
作
し
た
ほ
か
、
育
て
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
た
カ
レ

ー
を
堪た

ん

能
し
、
楽
し
い
夏
の

思
い
出
を
増
や
し
ま
し
た
。

　　　で笑顔の大収穫

情報ダイヤル
掲載は無料です

問秘書広報課（緯433・7703）

〔仲間になりませんか〕
▶竹紫館（剣道）　月・水・金曜日　午
後６時　同館　月2,000円　小学生︿
平田・緯080・5423・0023﹀
▶蕨塚越サッカースポーツ少年団　
土・日曜日・祝日　東小または塚越小
月2,500円　年中～小学生︿元山・緯
090・8461・5315﹀
▶ビスケットクラブ（英語サークル）　
月３回火曜日　午後４時半　旭町公民館�
月3,000円　小学１・２年生︿豊崎・
緯090・4598・3172﹀
▶ＡＤＣダンス教室　木曜日　午後４
時15分　南公民館　月5,000円　３歳～
中学生︿加藤・緯090・5505・0832﹀
▶ねこのみみ（市民交流・談話）　月１回�
正午　市内　500円︿北田・緯432・8501﹀
▶カンフー教室ザ・ドラゴンキッズ　水
曜日＝午後６時半　土曜日＝午後１時�
北小　月2,500円　親子で参加可︿中
島・緯090・9802・5565﹀
▶南囲碁クラブ　火曜日　午前９時半�
南公民館　無料︿山本・緯432・4543﹀
▶楊名時（太極拳）　土曜日　午後２時
半　蕨駅東口駅前ラ・セーヌビル　月
4,500円︿浦島・緯224・5915﹀
▶北町アートアトリエ（造形）　金曜日
午後４時半　北町公民館　月3,800円�
小学生︿大矢・緯090・9952・7658﹀
〔参加しませんか〕
▶わらびシニアパソコンクラブ　10月
12日開講　第２・４木曜日　午後１時半�
中央東小隣・旧加藤文具店２階　月
2,500円︿星野・緯444・4836﹀
▶合気道無為会無料講習会　土曜日　
午前11時　市民体育館　中学生以上　
先着20人　運動ができる服装︿壺内・
緯090・3067・1434﹀
▶日帰り旅倶楽部新規参加者説明会　
日時等は電話確認︿岩本・緯090・
3431・4295﹀
▶江戸あるき「駒込駅から染井の里・
有名寺社を経て巣鴨駅へ」　２日・７日�
午前９時　蕨駅改札前　700円︿富山・
緯090・2764・1342﹀
▶ＳＫＫＤダンスパーティー　７日・20
日・28日　午後１時　くるる　499円︿犬
塚・緯080・5183・8342﹀

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

　

今
の
写
真
は
７
月
８
日
に

行
わ
れ
た
第
35
回
の
キ
ャ
ン

プ
の
写
真
で
、
５
年
前
に
新

調
さ
れ
た
テ
ン
ト
で
配
膳
を

し
て
い
る
様
子
で
す
。
近
年

で
は
、
開
催
当
初
に
体
験
し

た
人
の
子
ど
も
が
参
加
し
て
、

親
と
同
じ
体
験
を
す
る
こ
と

も
。
時
は
流
れ
て
も
昔
と
変

わ
ら
ず
に
色
あ
せ
な
い
夏
の

思
い
出
を
作
っ
て
い
ま
す
。

いま むかし

い も っ こ
ク ラ ブ
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お
母
さ
ん　

朝
は
犬
の
お
散

歩
タ
イ
ム
ね
。

ワ
ラ
ビ　

う
ち
も
飼
お
う
よ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

で
も
、
動
物

を
飼
う
の
は
た
い
へ
ん
だ
ぞ
。

お
母
さ
ん　

ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
を
守
ら
な
い
と
、
他
の
人

の
迷
惑
に
も
な
る
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

ど
ん
な
こ
と
で
？

お
母
さ
ん　

ま
ず
思
い
つ
く

の
が
、
ふ
ん
や
尿
ね
。

ワ
ラ
ビ　

あ
～
道
路
や
公
園

に
あ
る
と
嫌
だ
よ
ね
。

お
母
さ
ん　

本
来
、
散
歩
は

運
動
を
す
る
時
間
だ
か
ら
、

ト
イ
レ
は
自
宅
で
済
ま
せ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
。

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
必
ず
し
つ
け
を

ペ
ッ
ト
の
習
性
や
特
徴
の
理
解
が
た
い
せ
つ

ワ
ラ
ビ　

詳
し
い
ん
だ
ね
。

お
母
さ
ん　

昔
飼
っ
て
い
た

の
よ
。も
し
用
を
足
し
た
ら
、

ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
自
宅

で
処
理
す
る
こ
と
。
お
し
っ

こ
は
水
で
流
さ
な
き
ゃ
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

袋
と
水
を
持

っ
て
出
か
け
な
き
ゃ
な
。

お
母
さ
ん　

あ
と
、「
お
す
わ

り
」や「
待
て
」と
い
っ
た
最

低
限
の
し
つ
け
も
大
事
よ
。

も
ち
ろ
ん
、
狂
犬
病
を
は
じ

め
と
す
る
予
防
注
射
も
ね
。

ワ
ラ
ビ　

じ
ゃ
あ
猫
は
？

お
母
さ
ん　

ん
～
猫
は
自
信

が
な
い
の
。
せ
っ
か
く
だ
か

ら
聞
き
に
い
き
ま
し
ょ
う
。

職
員　

こ
ん
に
ち
は
。
ペ
ッ

ト
の
飼
育
に
つ
い
て
で
す
ね
。

ワ
ラ
ビ　

犬
は
お
母
さ
ん
に

聞
い
た
か
ら
、
猫
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

職
員　

ま
ず
日
常
生
活
に
お

い
て
、
猫
は
室
内
で
飼
う
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

平
気
な
の
？

職
員　

餌
を
確
保
で
き
、
安

心
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
、

猫
の
習
性
か
ら
室
内
飼
い
で

も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
～
。

職
員　

も
し
外
に
出
す
の
な

ら
、
名
札
を
付
け
る
こ
と
、

ト
イ
レ
の
し
つ
け
や
避
妊
・

去
勢
手
術
、
そ
れ
に
予
防
注

射
も
必
要
で
す
ね
。

お
母
さ
ん　

そ
う
す
れ
ば
、

ふ
ん
や
尿
の
迷
惑
も
か
け
な

い
し
、
知
ら
ぬ
間
に
子
猫
が

産
ま
れ
る
こ
と
も
な
い
わ
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

子
猫
を
飼
え

親と子の
ニュースの
小窓

かわいいペット
愛情と責任を持って

正しい飼育を
　犬や猫などのペットは、かわいら
しく心の癒やしとなる存在です。で
も、ルールやマナーを守らないと他
人に迷惑をかけてしまうことも…。
今月20日から26日までは動物愛護週
間。この機会に正しい飼育方法につ
いて、あらためて考えてみませんか｡

散
歩
の
と
き
は
必
ず
エ
チ
ケ
ッ
ト
袋
と
水
の
携
帯
を

な
く
て
捨
て
ら
れ
、
野
良
猫

に
な
る
こ
と
も
あ
る
し
な
。

ワ
ラ
ビ　

か
わ
い
そ
う
だ
よ
。

職
員　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、

野
良
猫
に
安
易
に
餌
を
与
え

る
と
、
ふ
ん
や
尿
の
問
題
が

起
き
ま
す
。
ま
た
、
野
良
猫

が
居
つ
い
て
繁
殖
し
て
し
ま

い
、
不
幸
な
命
を
増
や
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

お
母
さ
ん　

ペ
ッ
ト
を
飼
う

以
上
、
習
性
や
特
徴
を
理
解

し
な
き
ゃ
。
そ
し
て
愛
情
と

責
任
を
持
っ
て
、
面
倒
を
見

な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
う
し
な
い

と
、
動
物
が
悪
者
や
不
幸
に

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
な
。

ワ
ラ
ビ　

人
間
も
ペ
ッ
ト
も

仲
よ
く
暮
ら
し
た
い
よ
ね
。

職
員　

そ
う
で
す
ね
。
も
し

相
談
事
が
あ
れ
ば
、
犬
の
件

は
川
口
保
健
所
（
緯
262
・
６

１
１
１
）、猫
は
動
物
指
導
セ

ン
タ
ー
（
緯
048
・
855
・
０
４

８
４
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

周囲の迷惑に！こんなことは絶対にやめましょう！

開催‼犬のしつけ方教室
　10月21日（土）　午後１時半～４時　
西公民館　先着20人　基本のしつけ方、
ドッグダンス技の体験など　講師＝ウ
ィジードッグクラブ　申し込み＝４日
から同館（緯442・4054）か安全安心
推進課生活環境係（緯443・3706）

ふん尿の放置
公共の場所や他人の
土地・建物を汚すの
は禁止されています

無責任な餌やり
ふん尿の問題のほか、
繁殖して、不幸な命
が増えてしまいます

飼育の放棄
たいせつな命です。
安易に判断せずに、
責任を持った行動を
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千
かず

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

彰
しょう

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

山
やま

本
もと

　文
ぶん

司
じ

さん　
陽
よう

子
こ

さんの
長男・二男　 　
　　錦町５丁目

海
み

月
づき

ちゃん
（４歳５か月）

山
やま

田
だ

　裕
ひろ

忠
ただ

さん　
実
み

緒
お

さんの
長女　　　　

　　錦町５丁目

『キラリ！！みんなの力』は、わらびネットワークステーション（緯445・7256）の市民活動登録団体を紹介しています

　
「
人
な
つ
こ
く
て
大
き
な

声
で
挨
拶
が
で
き
る
海
月
。

お
か
げ
で
近
所
の
人
か
ら
畑

で
収
穫
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

自
転
車
の
練
習
を
応
援
し
て

も
ら
っ
た
り
と
、
か
わ
い
が

ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
１
日

生
ま
れ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

幼
稚
園
で
も
お
友
達
に
と
っ

て
妹
の
よ
う
な
存
在
。
そ
れ

が
、年
中
に
な
っ
て
か
ら｢

も

う
お
姉
ち
ゃ
ん
だ
か
ら｣

と

着
替
え
や
片
づ
け
な
ど
を
一

人
で
す
る
よ
う
に
な
り
、
成

長
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
に
愛
さ

れ
る
子
で
い
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
母
親
の
実
緒
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－545－

～ 蕨サリクソフトテニスクラブ ～

紹介します！皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

メッセージ

金
かね

子
こ

 三
み

津
つ

子
こ

 副部長

サ
リ
ク
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
は
、
市
教

育
委
員
会
主
催
の
テ
ニ
ス
教

室
の
受
講
生
が
集
い
、
昭
和

49
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
現

在
、
29
人
の
会
員
が
富
士
見

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
毎
週
月
・

金
曜
日
＝
午
前
11
時　

月
２

回
日
曜
日
＝
午
後
５
時
）で
爽

や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
主
婦
な
ど
女
性
を

募
集
し
、｢

家
庭
を
第
一
に
し
、

礼
儀
を
大
事
に｣

を
モ
ッ
ト

ー
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
校
生
以
上
の
男

女
を
対
象
に
す
る
と
、
現
在

は
10
代
か
ら
80
代
ま
で
集
ま

り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
で
は
、
始
め
た
ば
か

り
の
初
心
者
か
ら
、
こ
の
道

40
年
以
上
の
上
級
者
ま
で
実

力
に
合
わ
せ
た
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
大
会
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
70
チ
ー
ム
ほ
ど
で
競
う

県
の
リ
ー
グ
・
女
子
の
部
で

は
、
10
部
中
２
部
の
２
位
に

ま
で
実
力
を
伸
ば
し
、
今
は

１
部
入
り
を
目
指
し
て
白
球

を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
の
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
教
室
（
蕨
市
庭
球
連
盟
主

催
）で
は
、部
員
が
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
楽
し
め
る
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

蕨

各自のペースで楽しんでいます

　

蕨
は
、
プ
ロ
の
音
楽
家
や

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
音
楽

活
動
が
大
変
活
発
な
ま
ち
で

す
。
そ
う
し
た
魅
力
を
更
に

高
め
、
文
化
の
香
り
あ
ふ
れ

る
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
す

た
め
、
蕨
で
は
音
楽
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
「
わ
ら
音
」
に

取
り
組
み
、
５
月
に
は
、
県

内
初
と
な
る
プ
ロ
の
音
楽
家

に
よ
る
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
蕨
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
と
12
日
に
開
催

す
る
蕨
市
民
音
楽
祭
に
つ
い

て
は
、
今
年
第
３
回
目
を
迎

え
ま
す
が
、
今
回
は
、
市
内

ど
こ
で
も
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
が
楽
し
め
る
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
蕨
駅
西
口

駅
前
広
場
や
文
化
ホ
ー
ル
く

る
る
な
ど
、
10
か
所
以
上
の

会
場
で
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
在
住
で
全
国
的
に
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
ア
ル
ト
サ

ッ
ク
ス
奏
者
の
坂さ

か

田た

明あ
き
らさ
ん

と
蕨
市
Ｐ
Ｒ
大
使
で
左
手
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
智ち

内な
い

威た
け

雄お

さ

ん
に
よ
る
夢
の
共
演
も
実
現

し
、
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
本
の

挿
絵
と
な
っ
た
河か

わ

鍋な
べ

暁き
ょ
う

斎さ
い

の

作
品
を
投
影
し
な
が
ら
、
そ

の
世
界
観
を
音
楽
で
表
現
し

て
く
れ
ま
す
。
ま
さ
に
蕨
で

し
か
聴
け
な
い
音
楽
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
蕨
の

素
晴
ら
し
い
音
楽
の
数
々
に

触
れ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
や
ま
ち

の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

市内どこでも音楽が楽しめる
蕨市民音楽祭を11月に開催

101

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
ただし、今月は14日です。10
月は５日です。時間は午後１
時～５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へご連絡を。

同クラブでは仲間を募集しています。詳細は熊田
（☎090・8904・6852）までお問い合わせください
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に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
剣

道
。
そ
の
教
え
に
従
い
、

常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

「
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
は
周
り

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
話

す
の
は
、
蕨
市
南
剣
道
ク
ラ
ブ
所

属
の
山
本
莞
典
さ
ん（
14
歳
・
南
町

１
丁
目
）
で
す
。
６
月
の
埼
玉
県

道
場
少
年
剣
道
選
手
権
大
会
の
個

人
戦
で
同
世
代
の
剣
士
た
ち
の
頂

点
に
立
ち
、
10
月
に
仙
台
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
「
本
来
の
実
力
が
発
揮
で
き
れ

ば
優
勝
で
き
る
」
と
監
督
が
太
鼓

判
を
押
す
な
か
挑
ん
だ
大
会
で
、

最
大
の
山
場
と
な
っ
た
の
は
３
回

戦
。
小
学
生
の
と
き
に
県
大
会
準

決
勝
で
敗
れ
た
因
縁
の
相
手
と
の

再
戦
で
し
た
。
試
合
中
盤
で
鋭
い

面
を
繰
り
出
し
て
き
た
相
手
の
動

広
報
蕨
　
七
九
九
号
　
平
成
二
十
九
年
九
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
全国道場少年剣道選手権大会出場　　

山
やま

本
もと

 莞
かん

典
すけ

 さん

礼

磨き上げた技術で勝利を

き
を
見
切
り
、
み
ご
と
な
返
し
胴

を
決
め
て
一
本
を
先
取
。
そ
の
後

は
激
し
い
攻
め
を
続
け
る
相
手
を

堅
実
な
守
り
で
い
な
し
、
勝
利
を

つ
か
み
取
り
ま
し
た
。
こ
の
試
合

で
勢
い
に
乗
っ
た
山
本
さ
ん
は
、

並
み
居
る
強
敵
た
ち
を
倒
し
、
小

学
生
の
と
き
に
は
あ
と
一
歩
で
届

か
な
か
っ
た
個
人
戦
で
の
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
山
本
さ
ん
の
武
器
は
鋭

い
洞
察
力
。
相
手
の
攻
め
を
読
み

取
り
、
そ
れ
に
合
っ
た
応
じ
技
を

使
い
分
け
る
こ
と
で
、
一
瞬
の
隙

を
突
い
て
一
本
を
取
る
の
が
得
意

な
戦
法
で
す
。
そ
し
て
、
長
い
リ

ー
チ
と
、
５
歳
の
頃
か
ら
竹
刀
を

握
り
鍛
え
上
げ
て
き
た
体
幹
か
ら

繰
り
出
さ
れ
る
電
光
石
火
の
小
手

は
一
目
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
南
剣
道
ク
ラ
ブ
で
稽け

い

古

に
励
む
一
方
、
都
内
の
強
豪
校
で

も
研
鑽さ

ん
を
積
む
な
ど
、
剣
道
漬
け

の
日
々
を
送
っ
て
い
る
山
本
さ
ん
。

厳
し
い
練
習
も
仲
間
と
と
も
に
乗

り
越
え
、
中
学
校
で
も
団
体
戦
の

大
将
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
月
の
全
国
大
会
を
控
え
、「
埼

玉
県
１
位
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
、

全
力
を
出
し
切
り
優
勝
を
目
指
し

ま
す
」
と
、
力
強
く
語
る
山
本
さ

ん
。
全
国
の
名
だ
た
る
剣
豪
相
手

に
一
歩
も
引
か
ず
、
磨
き
上
げ
て

き
た
自
ら
の
武
器
を
駆
使
し
て
一

本
を
積
み
重
ね
て
い
く
で
し
ょ
う
。

輝

いて
ます

真剣なまなざしで素振りをする山本さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabeyosa
i

　

中
央
で
や
り
手
婆
と
冷
め
た
面お

も

持も

ち
で
値
段
の
交
渉
を
す
る
の
が
今
夜

の
主
人
公
。
そ
ん
な
主
人
公
に
は
構

わ
ず
、
周
り
で
は
太
鼓
持
ち
が
お
お

げ
さ
に
踊
り
、
主
人
公
の
友
人
は
も

ろ
手
を
挙
げ
て
大
喜
び
。
こ
の
場
に

集
う
遊
女
た
ち
も
上
品
に
ほ
ほ
え
み

を
浮
か
べ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
更

に
衝つ

い

立た
て

の
達だ

る
ま磨
は
視
線
を
上
に
そ
ら

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
で生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日・毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般320円　中学生～大学生210円
　　　　小学生以下105円
　 　 　（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　９月１日(金)～10月25日(水)
　｢かんかん、にっこり　表情｣ 展

暁斎筆 「吉原遊宴図 」絹本着色　掛軸一幅 

本
作
品
は
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す（
９
月
25
日
ま
で
）

天才絵師の作品

蕨にあり
─ No.16 ─

し
、「
楽
し
み
と
は
関
係
な
い
」と
ば
か

り
に
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
、
中
央
の

鯛
は
恨
め
し
気
に
横
た
わ
っ
て
い
ま

す
。
人
、
達
磨
、
魚
、
そ
れ
ぞ
れ
の

喜
怒
哀
楽
が
描
き
込
ま
れ
、
見
る
ほ

ど
に
ひ
か
れ
る
作
品
で
す
。


